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「
信
州
型
接
着
重
ね
梁
」
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
五
日
、「
信
州

木
材
認
証
製
品
セ
ン
タ
ー
」（
長
野
県
内
の
製
材
業
者
等
一
四
六
社
で
構
成
）

が
事
業
主
体
と
な
り
、「
木
質
複
合
軸
材
料
」
と
し
て
は
長
野
県
初
と
な
る
、

国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

在
来
工
法
住
宅
に
お
い
て
、
曲
げ
剛
性
が
求
め
ら
れ
、
か
つ
断
面
の
大

き
な
横
架
材（
梁
・
桁
材
）に
つ
い
て
は
、
国
産
材
の
使
用
割
合
は
一
割
に
満

た
な
い
状
況
で
す
。「
信
州
型
接
着
重
ね
梁
」
は
、
こ
れ
ま
で
「
信
州
木
材

認
証
製
品
」
と
し
て
、
長
野
県
で
の
利
用
に
留
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
、

国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
・
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
と

同
様
の
指
定
建
築
材
料
と
な
り
、
全
国
へ
の
幅
広
い
普
及
に
よ
る
長
野
県
産

材
の
利
用
促
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

「
信
州
型
接
着
重
ね
梁
」
の
特
徴
は

本
来
、
無
垢
の
横
架
材（
梁
・
桁
材
）は
三
〇
㎝
以
上
の
大
径
材
か
ら
作

製
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
す
が
、「
信
州
型
接
着
重
ね
梁
」
は
、

①　

小
中
径
材
か
ら
梁
せ
い
の
大
き
な
横
架
材
が
製
造
で
き
ま
す
。

②　

集
成
材
に
比
べ
て
接
着
面
も
少
な
く
、
見
た
目
に
も
無
垢
材
に
近

い
質
感
が
あ
り
、
高
い
意
匠
性
が
得
ら
れ
ま
す
。

大
臣
認
定
申
請
の
た
め
の
性
能
評
価
試
験
の
実
施

建
築
基
準
法
第
三
十
七
条
で
は
、「
主
要
構
造
部
材
に
使
用
す
る
指
定
建

築
材
料
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
ま
た
は
Ｊ
Ａ
Ｓ
に
適
合
す
る
も
の
、
ま
た
は
技
術
的
基

準（
告
示
）に
適
合
す
る
こ
と
を
大
臣
認
定
さ
れ
た
も
の
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

今回認定された今回認定された「信州型接着重ね梁」「信州型接着重ね梁」

中径材の利用

小径材の利用

樹種：カラマツ

Ａ
タ
イ
プ

Ｂ
タ
イ
プ

樹種：スギ、ヒノキ
アカマツ、カラマツ

「
信
州
型
接
着
重
ね
梁
」

「
信
州
型
接
着
重
ね
梁
」  

が
国
土
交
通
大
臣
に
認
定
さ
れ
ま
し
た

が
国
土
交
通
大
臣
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
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「
信
州
型
接
着
重
ね
梁
」
は
、
建
設
省
告
示
第
千
四
百
四
十
六
号
に
よ
り
指

定
建
築
材
料
の
「
木
質
複
合
軸
材
料
」
に
該
当
し
て
い
る
た
め
に
、
国
土
交
通

大
臣
の
認
定
が
必
要
で
し
た
。

大
臣
の
認
定
を
受
け
る
た
め
に
は
、
告
示
に
示
さ
れ
た
測
定
方
法
に
よ
っ

て
性
能
評
価
試
験
を
実
施
し
、
そ
の
品
質
基
準
を
定
め
、
指
定
性
能
評
価
機
関

の
審
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
性
能
評
価
試
験
は
多
岐
に
わ
た
り
、
ま

た
、
試
験
体
数
も
大
量
に
必
要
と
な
る
た
め
，
新
規
の
材
料
認
定
の
事
例
は
全

国
的
に
も
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

「
木
質
複
合
軸
材
料
」
と
し
て
要
求
さ
れ
た
評
価
項
目
は
、
次
表
に
示
す

十
三
項
目
あ
り
ま
し
た
。
長
野
県
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
一
部
試
験
に
つ

い
て
北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
林
産
試
験
場
の
協
力
を
得
な
が
ら（
※
）こ
れ
ら

各
種
性
能
評
価
試
験
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
申
請
に
当
た
っ
て
は
予
備
試
験

を
含
め
約
二
千
体
余
の
試
験
を
実
施
し
ま
し
た
。 

【
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー  

木
材
部
】

曲げ強度試験曲げ強度試験

事故的水掛り試験事故的水掛り試験

せん断強度試験せん断強度試験

接着性能試験（減圧加圧法）接着性能試験（減圧加圧法）

長期性能試験長期性能試験
（※北海道立総合研究機構林産試験場で実施）（※北海道立総合研究機構林産試験場で実施）

各種性能評価試験の実施状況各種性能評価試験の実施状況

接着性能試験（煮沸法）接着性能試験（煮沸法）

表 性能評価試験項目
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トピックス

　

１　

は
じ
め
に

　

マ
ル
チ
キ
ャ
ビ
テ
ィ
コ
ン
テ
ナ
苗（
以
下
、
コ
ン
テ
ナ
苗
）は
、
厳
寒
期
と
真
夏
を

除
け
ば
一
年
を
通
じ
て
植
栽
が
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
造
林
コ
ス

ト
の
低
減
の
た
め
に
進
め
ら
れ
て
い
る
伐
採
・
造
林
一
貫
作
業
に
適
し
た
苗
木
と
し

て
、
国
有
林
を
中
心
に
普
及
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
初
期
成

長
の
評
価
は
ま
だ
定
ま
っ
て
い
な
い
た
め
、
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
カ
ラ
マ
ツ

を
対
象
と
し
て
、
コ
ン
テ
ナ
苗
及
び
大
苗
の
成
長
量
を
普
通
苗
と
比
較
し
、
初
期
成

長
量
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
各
苗
木
の
植
栽
工
程
調
査
に
よ
っ
て
生
産
性
を
明
ら

か
に
し
、
植
栽
コ
ス
ト
を
比
較
し
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

２　

コ
ン
テ
ナ
苗
の
成
長
は
い
い
の
か

　

長
野
市
大
岡
の
標
高
約
一
一
五
〇
ｍ
に
位
置
す
る
大
岡
県
有
林
の
カ
ラ
マ
ツ
皆
伐

跡
地
に
お
い
て
、
二
〇
一
二
年
五
月
下
旬
に
一
・
一
二
ha
の
試
験
地
を
設
定
し
、
普

通
苗
、
コ
ン
テ
ナ
苗
、
大
苗
を
植
栽
し
ま
し
た
。
そ
の
後
毎
年
、
植
栽
木
の
生
死
判

定
を
行
う
と
と
も
に
、
樹
高
と
根
元
直
径
を
測
定
し
、
生
存
率
と
成
長
量
の
推
移
を

調
査
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
生
存
率
は
普
通
苗
・
大
苗
と
差

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た（
図
―
１
）。
ま
た
、
コ
ン

テ
ナ
苗
の
樹
高
成
長
は
、
植
栽
一
年
後
ま
で
は

普
通
苗
と
差
が
な
い
も
の
の
、
二
年
後
か
ら
普

通
苗
に
比
べ
て
有
意
に
成
長
量
が
大
き
く
な
り
、

三
年
後
に
は
約
二
〇
㎝
の
差
が
出
て
い
ま
す（
図

―
２
）。
し
か
し
、
大
苗
と
樹
高
を
比
較
す
る
と
、

差
は
縮
ま
り
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
三
年
後
で
も

三
〇
㎝
以
上
小
さ
い
状
態
で
す
。
一
方
、
コ
ン

テ
ナ
苗
の
根
元
直
径
に
つ
い
て
は
、
植
栽
時
に

は
普
通
苗
よ
り
有
意
に
小
さ
か
っ
た
も
の
の
二

年
後
に
は
同
等
と
な
り
、
三
年
後
に
は
や
や
上

回
り
ま
し
た（
図
―
３
）。
し
か
し
、
や
は
り
大
苗

に
は
及
び
ま
せ
ん
。
以
上
の
よ
う
に
、
カ
ラ
マ
ツ
コ
ン
テ
ナ
苗
の
成
長
は
普
通
苗
に

比
べ
れ
ば
良
い
も
の
の
、
大
苗
を
上
回
る
ほ
ど
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
初
期
保
育
コ

ス
ト
を
下
げ
る
た
め
に
は
、
下
刈
り
を
必
要
と
す
る
期
間
の
短
縮
が
期
待
で
き
る
大

苗
の
方
が
有
利
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

３　

コ
ン
テ
ナ
苗
の
植
栽
コ
ス
ト
は
安
い
の
か

　

コ
ン
テ
ナ
苗
と
普
通
苗（
裸
苗
）の
植
栽
工
程
調
査
の
結
果
、
作
業
員
の
個
人
差
は

あ
る
も
の
の
、
普
通
苗
で
は
丁
寧
植
え
で
約
六
〇
本
／
人
時
の
生
産
性
で
あ
っ
た
の

に
対
し
て
、
コ
ン
テ
ナ
苗
は
約
一
二
〇
本
／
人
時
の
生
産
性
を
示
し
ま
し
た
。
つ
ま

り
、
コ
ン
テ
ナ
苗
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
植
栽
作
業
の
人
件
費
は
普
通
苗
の
半
分

で
済
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
単
価
が
普
通
苗
の
二
・
五

倍
以
上
で
あ
る
た
め
、
植
栽
コ
ス
ト
は
普
通
苗
よ
り
高
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す（
図

―
４
）。
コ
ン
テ
ナ
苗
の
植
栽
コ
ス
ト
を
普
通
苗
と
同
等
に
す
る
た
め
に
は
、
苗
木

単
価
を
下
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

４　

お
わ
り
に

　

コ
ン
テ
ナ
苗
は
、成
長
量
や
植
栽
効
率
に
期
待
が
持
て
る
苗
木
で
は
あ
り
ま
す
が
、

現
在
の
苗
木
単
価
で
は
低
コ
ス
ト
化
に
は
つ
な
が
り
に
く
い
と
い
う
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
今
後
は
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
育
苗
コ
ス
ト
を
低
減
す
る
技
術
開
発（
発
芽
率
を

高
め
た
種
子
に
よ
る
コ
ン
テ
ナ
へ
の
直
接
播
種
な
ど
）を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　

  　
【
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー  

育
林
部
】
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図-3．根元直径の推移 
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径

0

10

20

30

40

50
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裸苗 コンテナ苗
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人件費
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図-4．植栽コストの比較

図-1．生存率の推移 

 

図-2．樹高の推移

生
存
率
（
％
）

（㎝）

（㎜）

植
栽
コ
ス
ト
（
万
円
／
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）

カ
ラ
マ
ツ
コ
ン
テ
ナ
苗
の
成
長
特
性
と
植
栽
コ
ス
ト
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トピックス

　

信
州
の
ヒ
ト
・
コ
ト
・
モ
ノ
を
首
都
圏
の
方
々
に
向
け
ト
ー
タ
ル
で
発
信
す
る

た
め
平
成
二
十
六
年
十
月
に
銀
座
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」（
信

州
首
都
圏
総
合
活
動
拠
点
）か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
平
成
二
十
八
年
五
月
十
三
日

に
開
催
さ
れ
た
「
し
あ
わ
せ
信
州
朝
ク
ラ
ス
」
の
講
師
を
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー（
以

下
、
当
セ
ン
タ
ー
）が
担
当
し
ま
し
た
。

　
「
し
あ
わ
せ
信
州
朝
ク
ラ
ス
」
は
、
首

都
圏
の
方
々
が
各
回
の
テ
ー
マ
に
関
連
す

る
講
義
を
受
講
し
な
が
ら
「
信
州
の
朝
ご

は
ん
」
を
い
た
だ
く
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
こ
の
日
は
「
信
州
の
春
山
か
ら
い
た

だ
く
旬
」
と
い
う
山
菜
に
関
す
る
テ
ー
マ

で
開
催
さ
れ
、
三
〇
代
か
ら
六
〇
代
ま
で

の
十
九
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
義
は
、
山
で
コ
ゴ
ミ
や
ウ
ド
ブ
キ
を

採
取
し
て
い
る
写
真
を
見
な
が
ら
、
採
取

の
コ
ツ
や
マ
ナ
ー
な
ど
を
説
明
し
た
後
、
当
セ
ン
タ
ー
が
人
工
栽
培
技
術
の
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
る
山
菜
二
品
目
と
、
試
験
栽
培
し
て
い
る
原
木
生
シ
イ
タ
ケ
を

参
加
者
に
試
食
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

試
食
し
て
い
た
だ
い
た
山
菜
は
、
県
内
で
は
主
に
小
谷
村
な
ど
北
部
の
豪
雪
地

域
に
生
育
す
る
ウ
ド
ブ
キ
と
、
山
菜
と
し
て
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
ハ
リ
ギ
リ
の

二
品
目
で
す
。

　

ま
た
、
春
に
発
生
す
る
原
木
栽
培
の
シ
イ
タ
ケ
は
、
通
常
は
乾
シ
イ
タ
ケ
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
生
シ
イ
タ
ケ
と
し
て
試
食
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

講
義
後
に
は
多
数
の
質
問
が

出
さ
れ
、
首
都
圏
の
方
々
の
山

菜
や
き
の
こ
へ
の
関
心
の
高
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

「
美
味
し
か
っ
た
山
菜
は
？
」

と
い
う
問
に
対
し
、
ハ
リ
ギ
リ

に
つ
い
て
は
参
加
者
全
員
が
、

原
木
生
シ
イ
タ
ケ
に
つ
い
て
は

八
割
以
上
の
方
が「
美
味
し
い
」

と
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
「
初
め
て
の
味
で
し
た
」、

「
大
人
の
味
で
と
て
も
お
い
し

か
っ
た
」
な
ど
の
声
も
聞
か
れ

好
評
で
し
た
。

　

今
回
の
講
義
を
通
じ
て
、
こ
れ
ら
の

山
菜
の
人
工
栽
培
技
術
を
早
期
に
確
立

す
る
必
要
性
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、

春
に
発
生
す
る
原
木
栽
培
の
シ
イ
タ
ケ

は
従
来
の
乾
シ
イ
タ
ケ
だ
け
で
は
な
く
、

生
シ
イ
タ
ケ
と
し
て
も
消
費
者
に
受
け

入
れ
ら
れ
る
可
能
性
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
　
【
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー  

特
産
部
】

銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
で
、
信
州
の
山
菜
や

原
木
シ
イ
タ
ケ
の
魅
力
を
発
信
し
ま
し
た
！

試食していただいた山菜他試食していただいた山菜他

講義の状況講義の状況

プランターでの栽培にプランターでの栽培に
成功したウドブキ　　成功したウドブキ　　

（今後、林内での栽培化を（今後、林内での栽培化を
目指します）　　　　　目指します）　　　　　
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里
山
整
備
活
動
を
実
施
す
る
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

里
山
整
備
活
動
を
実
施
す
る
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

（
安
全
な
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
取
扱
講
習
会
）

（
安
全
な
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
取
扱
講
習
会
）

　

地
域
が
今
で
き
る
こ
と

地
域
が
今
で
き
る
こ
と

　　
　
　
　
　

―

　
　
　
　

―  

大
岡
森
林
塾
の
取
り
組
み

大
岡
森
林
塾
の
取
り
組
み  

――

　

大
岡
森
林
塾
は
大
岡
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
を
母
体
に
平
成
二
十
六
年
二
月
に
結

成
。
メ
ン
バ
ー
は
林
業
の
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
、
Ⅰ
タ
ー
ン
移
住
者
や
若
手
・
女
性
ま
で

多
岐
に
わ
た
り
、
山
仕
事
や
大
岡
小
学
校
の
森
林
活
動
な
ど
大
岡
地
区
の
活
性
化
の

た
め
元
気
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
平
成
二
十
七
年
度
に
、
当
事
業
を
活
用
し
、「
郷

土
の
山
・
聖
山
の
保
全
と
活
用
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

聖
山
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る

　

キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
信
州
大
学
地
域
戦
略
セ
ン
タ
ー
特
任
教
授
中
村

寛
志
名
誉
教
授
ら
を
講
師
に
迎
え
、「
大
岡･

聖
山
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
」
と
題
し

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
聖
山
に
フ
ジ
バ
カ
マ
を
増
や
し
、
日
本
列

島
を
縦
断
す
る
蝶
「
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
」
を
呼
び
寄
せ
る
イ
ベ
ン
ト
を
構
想
。
専
門
家

と
と
も
に
聖
山
の
現
況
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
専
門
家
か
ら
は
、
日
本
各
地
で
観
察

で
き
る
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
よ
り
、
聖
山
特

有
の
生
物
多
様
性
を
生
か
し
大
岡
の
独

自
性
を
打
ち
出
す
ほ
う
が
Ｐ
Ｒ
効
果
は

大
き
い
と
の
助
言
を
い
た
だ
い
た
こ
と

で
、
新
た
な
方
向
性
が
見
え
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し

て
、
林
業
を
知
ら
な
い
若
手
に
ベ
テ
ラ

ン
の
持
つ
豊
富
な
山
の
知
識
・
経
験
が

継
承
さ
れ
、
里
山
の
保
全
と
活
用
の
中

核
と
な
る
新
た
な
人
材
が
育
ち
つ
つ
あ

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
活
動
で
さ
ら
な

る
発
展
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

が
ん
ば
れ
大
岡
森
林
塾
！　
　
　
　

　
　
　
　
　
【
長
野
地
方
事
務
所
】

　

松
本
林
業
士
会　

中
野
國
光
会
長（
会
員
二
十
四
名
）で
は
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
を
図
る
た
め
、
松
本
市
寿
地
区
の
市
民
を
対
象
に
し
て
、
伐
木
造
材
の
基
本
技
術

の
習
得
と
安
全
教
育
事
業
に
取
組
み
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

寿
地
区
の
山
林
を
管
理
し
て
い
る
関
係
者
を
対
象
に
し
た
、
安
全
な
チ
ェ
ン
ソ
ー

の
と
り
扱
い
方
講
習
会
を
平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
日（
火
）・
十
一
日（
水
）の
二
日

間
で
実
施
し
ま
し
た
。
松
本
林
業
士
会
の
指
導
林
業
士
・
森
林
整
備
技
術
者
が
講
師

と
な
り
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
取
り
扱
い
、
目
立
て
方
法
を
は
じ
め
と
す
る
整
備
方
法
、

安
全
な
伐
採
を
実
践
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
寿
財
産
区
議
員（
森
林
整
備
担
当
）・
寿
さ
と
山
く
ら
ぶ
会
員
を
中
心
に

二
回
で
述
べ
十
五
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
方
が
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
知
識
が

な
い
状
態
か
ら
、「
危
険
性
」、「
整
備
の
重
要
性（
清
掃
や
ソ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
研
ぎ

方
）」、「
安
全
な
伐
採
方
法
」
を
理
解

し
ま
し
た
。

　

今
後
の
寿
地
区
の
里
山
整
備
が
安
全

に
実
施
さ
れ
る
た
め
の
効
果
的
な
技
術

講
習
と
な
り
ま
し
た
。
財
産
区
議
員
が

自
ら
技
術
レ
ベ
ル
の
向
上
を
図
り
、
森

林
整
備
に
お
い
て
一
般
の
構
成
員
の
技

術
指
導
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
指
導
者
側
の
松
本
林
業
士
会

の
講
師
も
「
教
え
る
技
術
」
の
ス
キ
ル

向
上
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
【
松
本
地
方
事
務
所
】

チェンソーの整備チェンソーの整備

安全指導（事故の紹介、安全指導（事故の紹介、
法令遵守）法令遵守）

ロープを使用したロープを使用した
かかり木処理かかり木処理

チルホールによるかかり木処理チルホールによるかかり木処理

平成 27年度「里山活用推進リーダー育成事業」の取組

シンポジウムの様子シンポジウムの様子
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〜
治
山
事
業
で
の
木
材
利
用
〜
　

木
で
山
を
治
め
る

　

富
士
尾
沢
周
辺
地
域
は
別
荘
地
の
た
め
、
工
事
の

実
施
に
は
景
観
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
渓
流
内
に
お
い
て
は
土
砂
の
堆
積
に
よ
り
河

床
が
上
が
り
、
岸
と
の
高
低
差
が
乏
し
く
流
路
が
定

ま
ら
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
河
床
を
掘
下

げ
て
流
路
を
修
正
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　　

工
法
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
組
立
て
た

木
製
の
枠
内
へ
詰
石
を
充
填
さ
せ
、
河
床
へ
埋
込
む

こ
と
で
河
床
を
安
定
さ
せ
る
工
法
で
あ
る
「
木
工
沈

床
工
」
を
施
工
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
主
な
材
料

が
木
・
石
材
の
た
め
現
地
か
ら
の
採
取
が
可
能
な
点

や
周
囲
の
景
観
を
損
ね
な
い
事
に
加
え
、
素
材
間
の

隙
間
が
水
生
生
物
の
生
息
場
所
と
し
て
適
す
る
等
、

環
境
面
で
も
大
き
な
利
点
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
木

材
は
沢
水
に
浸
さ
れ
る
た
め
、
腐
朽
し
に
く
い
の
も

特
徴
で
す
。

 　

長
野
県
林
務
部
で
は
、
こ
う
し
た
景
観
的
配
慮
が

必
要
な
箇
所
に
留
ま
ら
ず
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
型
枠
合

板
へ
の
活
用
な
ど
、
他
の
工
種
で
も
よ
り
広
く
地
域

材
の
活
用
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　
平
成
十
八
年
七
月
、
梅
雨
前
線
の
活
発
化
に
よ
り
長
野
県
下
で

記
録
的
な
大
雨
と
な
り
、
天
竜
川
の
破
堤
や
岡
谷
市
で
の
土
石
流

災
害
を
始
め
と
し
て
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
雨
に
よ
り
、
安
曇
野
市
の
富
士
尾
沢
で
は
別
荘
地
へ
の

土
砂
流
出
が
発
生
し
た
た
め
、
長
野
県
で
は
こ
の
災
害
の
復
旧
対

策
と
し
て
、
富
士
尾
沢
で
治
山
施
設
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
今
回

は
そ
の
中
で
実
施
さ
れ
た
、
「
地
域
材
を
用
い
た
木
工
沈
床
工
」

を
施
工
し
た
治
山
工
事
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

・
事　

業　

名　
　

平
成
二
十
六
年
度　

　
　
　
　
　
　
　
　

山
地
災
害
総
合
減
災
対
策
事
業
第
１
号
工
事

・
施　

工　

地　
　

安
曇
野
市　

富
士
尾
沢

・
事　

業　

費　
　

約
29
百
万
円

・
工　
　
　

種  　

 

木
工
沈
床
工
（
88
基
）

・
使 

用 

樹 

種  　

 

カ
ラ
マ
ツ
（
長
野
県
産
間
伐
材
）

・
木
材
使
用
量　
　

34
㎥

・
施　

工　

者　
　

有
限
会
社 

村
山
興
業　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
◇ 

工
事
の
概
要 

◇
◆

【
森
林
づ
く
り
推
進
課  

治
山
係
】

木工沈床工施工中
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「
自
然
が
好
き
、
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
」
と
の

理
由
で
こ
の
仕
事
を
始
め
ま
し
た
。

　

朝
６
時
起
床
、
７
時
に
会
社
に
集
合
し
、
作
業
現
場

に
向
か
う
。
今
の
現
場
は
会
社
か
ら
１
時
間
ほ
ど
か
か

る
。
到
着
後
、
班
長
か
ら
作
業
の
確
認
と
注
意
事
項
が

伝
え
ら
れ
作
業
が
開
始
さ
れ
る
。
今
日
は
伐
倒
さ
れ
た

木
を
プ
ロ
セ
ッ
サ
で
造
材
し
、林
道
沿
い
に
集
積
す
る
。

休
憩
や
昼
休
み
を
は
さ
み
、日
没
前
ま
で
作
業
を
行
う
。

　

こ
の
仕
事
を
し
て
４
年

た
ち
ま
す
が
、
林
業
の
仕

事
は
覚
え
る
こ
と
が
多
く
、

奥
の
深
い
仕
事
だ
と
実
感

し
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
機
械
操
作
に
も

慣
れ
て
き
ま
し
た
が
、
や

は
り
仕
事
で
一
番
大
切
な

こ
と
は
「
安
全
作
業
」
で

あ
る
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

自
然
が
好
き
で
、
地
元
の
長
野
県
の
役
に
立
つ
仕
事
が
し

た
い
と
思
い
、
林
業
の
世
界
に
飛
び
込
み
ま
し
た
。
今
の
会

社
に
就
職
し
た
き
っ
か
け
は
、
林
業
労
働
財
団
が
募
集
し
た

「
林
業
現
場
１
日
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
と
い
う
林
業
関
係
の
職
場

見
学
で
し
た
。
そ
の
後
の
「
林
業
就
業
支
援
講
習
」、
で
自

信
も
つ
き
、「
共
同
就
職
説
明
会
」
を
経
て
、
今
年
か
ら
就

職
し
ま
し
た
。
林
業
と
い
う
仕
事
を
始
め
て
２
ヵ
月
が
経
ち

ま
す
が
、
思
っ
た
以
上
に
大
変
な
仕
事
で
は
あ
っ
て
も
、
や

は
り
自
然
の
中
で
健
康
的
に
働
け
る
こ
と
に
や
り
が
い
を
感

じ
て
い
ま
す
。

　

今
は
、
ま
ず
は
怪
我
を
し
な
い

こ
と
に
心
掛
け
、
周
り
全
体
を
見

て
自
分
が
何
を
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
か
を
学
び
な
が
ら
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
技
術
を
磨
い
て
、
後
輩

に
指
導
が
で
き
る
よ
う
な
人
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
六
十
年
設
立

以
来
、
伐
採
、
搬
出
、

販
売
を
手
掛
け
、
価

値
あ
る
山
造
り
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

　

主
伐
や
搬
出
間
伐

の
時
代
に
対
応
す
る

た
め
、
若
手
の
採
用
、
育
成
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。
彼
ら
に
は
、
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
で
木
の

こ
と
や
、
仕
事
に
気
配
り
が
で
き
る
人
に
な
っ
て

ほ
し
い
。
そ
の
こ
と
が
安
全
な
作
業
や
職
場
環
境

に
良
い
影
響
を
及
ぼ
す
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

事
業
主
と
し
て
、
リ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
の
実
現

を
目
指
し
、
今
は
仕
事
の
安
定
確
保
と
、
安
全
管

理
、
安
全
意
識
の
向
上
な
ど
の
雇
用
管
理
に
力
を

注
い
で
い
ま
す
。

　

森
林
県
か
ら
林
業
県
へ
と
飛
躍
す
る
。こ
の
一
翼
を
担
っ
て
木
材
生
産
現
場
で
働
い
て
い
る
若
き
現
場
技
能
者
た
ち
と
、

事
業
主
の
コ
メ
ン
ト
を
掲
載
し
ま
す
。
今
回
は
伊
那
市
の
平
澤
林
産
有
限
会
社
で
す
。　
　
【
長
野
県
林
業
労
働
財
団
】

林
業
の
担
い
手
〜
県
内
認
定
事
業
体
で
働
く

　
若
き
現
場
技
能
者
た
ち
〜

林
業
は
奥
が
深
い

健
康
的
な
仕
事
へ
就
職

事
業
主
コ
メ
ン
ト

平
澤
林
産
有
限
会
社　

代
表
取
締
役

平
澤 

照
雄
さ
ん

ひ
ら
さ
わ　

て
る
お

宮沢 祐輝さん

平澤林産有限会社

伊藤 大輝さん

みやざわ　ゆうき

いとう　だいき

年齢 21歳　
林業経験 2 ヵ月

所 在 地／伊那市西春近4105番地
設　　立／昭和60年
体　　制／役員2名、従業員24名
勤務時間／8:00～ 17: ０0
主な業務／木材生産請負、生産販売、森林整備、
　　　　　支障木伐採、木材破砕

年齢 24歳　
林業経験 4年

◇趣味◇
　ドライブ

◇趣味◇
　渓流釣り
　バイクツーリング
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お知らせ

本部事務所（製品） 荻原事務所（原木） 坂下事務所（原木） 国有林土場等活用委託販売市売日
第49回木材まつり
７月30日（土）

７月20日（水） ７月  ７日（木）
中元謝恩市
７月25日（月）

７月  ５日（火）
７月26日（火）

※入札参加資格・入札条件等詳細については下記へお問い合わせください。

野 村 　 弘理 事 長
本部事務所：長野県木曽郡上松町正島町2-45
☎0264-52-2480　FAX0264-52-2324

荻原事務所：長野県木曽郡上松町荻原字中島1431-1　☎0264-52-2483㈹　FAX0264-52-4885
やぶ原土場：長野県木曽郡木祖村薮原844-1　　　　 ☎0264-24-0085㈹　FAX0264-24-0086
坂下事務所：岐阜県中津川市坂下133-1　　　　　　☎0573-75-3178㈹　FAX0573-75-3172

ホームページアドレス　http://www.kisokan.com

７月の市売りのご案内７月の市売りのご案内

入札物件紹介・入札結果はホームページで掲載
※ 本市売は、これまでの木曽地区国有林の公売に代わるものです。

第
一
回

第
一
回
「
山
の
日
」
記
念
全
国
大
会
を
松
本
市
上
高
地
で
開
催
し
ま
す
。

「
山
の
日
」
記
念
全
国
大
会
を
松
本
市
上
高
地
で
開
催
し
ま
す
。

　

長
野
県
は
、
県
土
の
約
八
割
を
森
林
が
占
め
る
全
国
有
数
の
森
林
県
で
あ
る
と
同
時
に
、「
日
本
の
屋
根
」
と
称
さ
れ
る
南
北
・
中
央
ア
ル
プ
ス

を
有
し
、
全
国
に
二
十
三
座
あ
る
三
千
ｍ
峰
の
う
ち
十
五
座
を
有
す
る
日
本
一
の
山
岳
県
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
松
本
市
に
は
、
槍
ヶ
岳
や

穂
高
連
峰
、
乗
鞍
岳
な
ど
九
座
の
三
千
ｍ
峰
が
あ
り
、
あ
わ
せ
て
稜
線
に
開
け
た
台
上
を
持
つ
美
ヶ
原
に
代
表
さ
れ
る
深
田
久
弥
の
日
本
百
名
山
が

六
座
あ
る
な
ど
、
ま
さ
に
日
本
を
代
表
す
る
山
岳
都
市
「
岳
都
」
で
す
。

　

と
り
わ
け
上
高
地
は
、
我
が
国
の
近
代
登
山
の
発
祥
の
地
と
言
わ
れ
、
英
国
の
登
山
家
で
あ
る
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
エ
ス
ト
ン（
英
国（
宣
教
師
・
登

山
家
）一
八
六
一
〜
一
九
四
〇
）に
よ
っ
て
全
国
屈
指
の
山
岳
景
勝
地
と
し
て
世
界
へ
の
扉
が
開
か
れ
、
ま
た
、
中
部
山
岳
国
立
公
園
、
国
の
特
別
名

勝
、
特
別
天
然
記
念
物
に
も
指
定
さ
れ
て
お
り
、
年
間
約
百
三
十
万
人
の
観
光
客
が
国
内
外
か
ら
訪
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
我
が
国
の
「
山
」

の
中
心
と
も
い
え
る
場
所
で
、
世
界
で
初
め
て
「
山
」
を
対
象
と
し
た
祝
日
の
制
定
を
祝
う
行
事
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
山
の
魅
力
や
価
値
と
合

わ
せ
て
、
山
と
と
も
に
生
き
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
山
岳
県
信
州
・
岳
都
松
本
か
ら
世
界
に
向
け
て
発
信
す
る
機
会
と
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

﹇
開
催
概
要
﹈

 

大
会
名　
　

第
一
回
「
山
の
日
」
記
念
全
国
大
会

 

大
会
期
間　
　

平
成
二
十
八
年
八
月
十
日（
水
）か
ら
十
一
日（
木
）祝
日
ま
で　

二
日
間

 

主
催
者　
　

第
一
回
「
山
の
日
」
記
念
全
国
大
会
実
行
委
員
会

 

﹇
大
会
理
念
﹈

〇
山
の
日
制
定
趣
旨（
山
に
親
し
む
機
会
を
得
て
山
の
恩
恵
に
感
謝
す
る
）を
国
民
に
広
く
浸
透
を
図
る
こ
と

〇
山
に
関
す
る
歴
史
や
文
化
、環
境
、観
光
、安
全
、教
育
等
の
「
山
と
人
」
と
の
関
わ
り
方
を
見
つ
め
直
し
、

　

様
々
な
課
題
の
解
決
に
つ
な
げ
る
契
機
と
す
る
と
と
も
に
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
「
山
の

　

未
来
」
を
創
造
す
る
第
一
歩
と
す
る
こ
と

〇
世
界
で
初
め
て
「
山
」
を
対
象
と
し
た
祝
日
で
あ
る
こ
と
を
国
内
外
へ
発
信
す
る
と
と
も
に
「
山
」
に
関

　

す
る
国
内
外
の
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
機
会
と
す
る
こ
と

 

﹇
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
及
び
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
﹈

　

ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
大
会
開
催
地
の
地
元
、
松
本
市
立
安
曇
、
大
野
川
、
奈
川
小
学
校
の
児
童
と
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
児
童
が
考
案
し
た
「
木
、
川
、
花
、
鳥
、
蝶
、
人
」
の
モ
チ
ー
フ
を
、
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
小
野
圭
介
さ
ん
に
ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

全
国
の
小
、
中
、
高
校
生
か
ら
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
募
集
し
、
九
十
一
件
の
応
募
が
あ
り
審

査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
１
作
品
、
優
秀
賞
５
作
品
を
入
選
と
し
て
選
定
い
た
し
ま
し
た
。

「
山
と
共
に

　

〜
人
と
自
然
が
つ
な
が
る
社
会
へ
〜
」

（
長
野
市　

吉
原　

久
瑠
実
さ
ん
）

【
森
林
政
策
課
】� � � � ���� � ������ ����������� ���� ����������� ��������������� ������� ��������� ������ �������� ���������� ���������� ������������������� ������������������������ ��������� ��������������������� ����������������������������� ���������� ������������� �� ����

最優秀賞
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２
日
目
は
、
作
業
手
順
の
定
め
方
、

安
全
衛
生
点
検
、
労
働
災
害
防
止
に
つ

い
て
の
関
心
の
保
持
及
び
労
働
者
の
創

意
工
夫
を
引
き
出
す
方
法
、
労
働
安

全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム(

Ｏ

Ｓ
Ｈ
Ｍ
Ｓ)

等
に
つ
い
て
講
義
が
行
わ

れ
、
一
日
目
と
同
様
に
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
討
議
・
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
横
山
講
師
は
、
職
長
は
組

合
が
選
ぶ
が
、
仲
間
か
ら
選
ば
れ
る
よ

う
な
人
間
で
な
け
れ
ば
仲
間
は
つ
い
て

こ
な
い
、
人
間
力
を
上
げ
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
充
実
し
た
2
日

間
の
教
育
は
終
了
し
ま
し
た
。

  

平
成
28
年
５
月
16
日（
月
）・
17
日

（
火
）に
も
く
り
ゅ
う
館（
安
曇
野
市
）に

お
い
て
平
成
28
年
度
職
長
・
安
全
衛
生

責
任
者
教
育
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

  

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育
は
、

労
働
安
全
衛
生
法
第
60
条
で
規
定
さ
れ

て
い
る
も
の
で
27
名
が
参
加
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
初
め
に
、
県
森
連
馬
島
参

事
に
よ
る
開
会
あ
い
さ
つ
が
延
べ
ら
れ

ま
し
た
。

  

引
き
続
き
、
Ｒ
Ｓ
Ｔ
ト
レ
ー
ナ
ー
で

あ
る
横
山
繁
樹
氏
を
講
師
と
し
て
2
日

間
に
わ
た
り
教
育
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

初
め
に
、
職
長
の
役
割
に
つ
い
て
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い
た
講
義
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

  

続
い
て
、
職
長
の
職
務
と
し
て
、
指

導
・
教
育
の
進
め
方
、
監
督
・
指
示
の

方
法
、
環
境
改
善
の
方
法
と
環
境
条
件

の
保
持
等
に
つ
い
て
講
義
が
あ
り
、
途

中
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
討
議
・
発

表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の

実
施
と
そ
の
結
果
に
基
づ
く
リ
ス
ク
低

減
措
置
に
つ
い
て
は
重
点
的
に
行
わ

れ
、
グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
、
自
分
た
ち

が
選
ん
だ
課
題
に
つ
い
て
、
簡
易
リ
ス

ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
記
録
書(

林
業)

を

用
い
て
危
険
を
洗
い
出
し
、
評
価
し
、

低
減
対
策
が
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
日
々

の
業
務
で
直
面
す
る
課
題
に
熱
っ
ぽ
い

語
り
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

  

そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
自
分
た

ち
が
選
ん
だ
課
題
を
示
し
な
が
ら
の
発

表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

信
頼
さ
れ
る
職
長
を
目
指
し
て

信
頼
さ
れ
る
職
長
を
目
指
し
て

平
成
平
成
2828
年
度
職
長

年
度
職
長･･

安
全
衛
生
責
任
者
教
育

安
全
衛
生
責
任
者
教
育

馬島参事の挨拶馬島参事の挨拶

横山RSTトレーナーによる講義横山RSTトレーナーによる講義

ひそむリスクを洗い出してひそむリスクを洗い出して

２日目も行われたグループ発表２日目も行われたグループ発表

リスクの見積りと対策を発表リスクの見積りと対策を発表



県森連だより

■ 11 ■

変
更
さ
れ
ま
し
た
。

  

ま
た
、
伐
採
・
再
造
林
の
拡
大
に
対

応
し
、
再
造
林
地
の
鳥
獣
害
対
策
と
し

て
狩
猟
免
許
取
得
事
前
講
習
会
内
容

（
網
猟
・
わ
な
猟
に
つ
い
て
、
猟
銃
関

連
を
除
く
）が
集
合
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

林
業
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

　

６
月
23
日（
木
） 

14
時
15
分
よ
り
、

Ｊ
Ａ
長
野
県
ビ
ル
12
Ｄ
会
議
室（
長
野

市
）に
お
い
て
林
業
セ
ミ
ナ
ー（
主
催:

長
野
県
森
林
組
合
連
合
会
・
長
野
県
造

林
協
会
）が
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
年
は
、

理
学
博
士･

高
槻
成
紀
氏
を
講
師
に
迎

え
、『
シ
カ
問
題
を
考
え
る
〜
そ
の
根

深
さ
に
つ
い
て
』
と
題
し
て
講
演
を
頂

き
ま
す
。

  

高
槻
氏
は
、
元
麻
布
大
学
教
授
、
野

生
動
物
保
全
生
態
学
専
攻
で
、
シ
カ
の

増
加
の
背
景
に
は
温
暖
化
、森
林
伐
採
、

オ
オ
カ
ミ
の
絶
滅
、
ハ
ン
タ
ー
の
減
少

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
考
え
ら
れ
て

い
る
が
、
そ
の
ど
れ
も
が
シ
カ
の
増
加

と
の
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
る
た
め
に
う
ま

く
説
明
で
き
ず
、
農
山
村
の
人
口
減
少

に
よ
る
土
地
管
理
な
ど
農
業
形
態
の
変

容
が
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
、
シ
カ
問

題
の
解
決
は
こ
の
こ
と
の
解
決
な
し
に

　

最
後
に
、
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働

災
害
防
止
協
会
長
野
県
支
部
大
屋
博
利

事
務
局
長
よ
り
林
業
の
労
働
安
全
衛
生

に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

 

緑
の
雇
用
事
業

　

 　

今
年
度
の
主
な
変
更
点

  

フ
ォ
レ
ス
ト
ワ
ー
カ
ー
１
年
目
、
２

年
目
、
３
年
目
の
上
限
研
修
月
数
・

日
数
が
そ
れ
ぞ
れ
見
直
さ
れ
、
従
来

の
「
10
ヶ
月
・
１
８
０
日
、
８
ヶ
月
・

１
４
０
日
、
８
ヶ
月
・
１
４
０
日
」
か

ら
「
８
ヶ
月
・
１
４
０
日
、
９
ヶ
月
・

１
６
０
日
、
９
ヶ
月
・
１
６
０
日
」
に

　

５
月
23
日(
月)

、
安
曇
野
ス
イ
ス
村

サ
ン
モ
リ
ッ
ツ（
安
曇
野
市
）
に
お
い

て
、「
緑
の
雇
用
」
現
場
技
能
者
育
成

推
進
事
業
地
方
打
合
せ
会
議
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

長
野
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会
徳
原

敏
明
専
務
に
よ
る
挨
拶
に
続
い
て
、
塚

原
昭
雄
安
全
指
導
員
に
よ
り
「
安
全
に

勝
る
コ
ス
ト
削
減
は
な
い
!!
」
と
題
し

た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。塚
原
氏
は
、

熊
本
県
人
吉
市
の
㈱
泉
林
業
を
例
と
し

た
安
全
に
つ
い
て
の
考
え
方
、
熱
中
症

予
防
対
策
等
に
つ
い
て
具
体
的
に
わ
か

り
や
す
く
示
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
長
野
県
木
材
協
同
組
合
連

合
会
宮
崎
広
雄
参
与
よ
り
、「
緑
の
雇

用
」
現
場
技
能
者
育
成
推
進
事
業
の
実

施
及
び
安
全
指
導
業
務
の
実
施
に
つ
い

て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
の
安
全
指
導
方
針
の
重

点
事
項
と
し
て
、「
緑
の
研
修
生
」
の

習
得
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
作
業
配
置
を
行

い
、
単
独
作
業
、
研
修
生
だ
け
の
班
編

成
を
し
な
い
こ
と
等
が
示
さ
れ
ま
し

た
。 研

修
生
の
安
全
な
作
業
に
た
め
に

研
修
生
の
安
全
な
作
業
に
た
め
に

平
成
平
成
2828
年
度
「
緑
の
雇
用
」事
業
地
方
打
合
せ
会
議

年
度
「
緑
の
雇
用
」事
業
地
方
打
合
せ
会
議

事業説明を傾聴する参加者の様子事業説明を傾聴する参加者の様子

石川会長の挨拶石川会長の挨拶

は
あ
り
え
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
ま

す
。

  

参
加
費
無
料
で
す
。
問
合
せ
先
、
長

野
県
森
林
組
合
連
合
会
指
導
利
用
課
、

林
、
℡
０
２
６
―

２
２
６
―

２
５
０
４

ま
で
。

長
野
県
林
業
薬
剤
防
除
協
会
総
会
開
催

　

長
野
県
林
業
薬
剤
防
除
協
会
の
総
会

が
５
月
18
日（
水
）に
、
長
野
県
林
業
セ

ン
タ
ー
ビ
ル（
長
野
市
）に
お
い
て
、
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
石
川
亮
会
長
よ
り
挨
拶
が

行
わ
れ
、
県
林
務
部
森
林
づ
く
り
推
進

課
三
澤
雅
孝
企
画
幹
兼
保
安
林
係
係
長

及
び
長
野
県
森
連
滝
澤
栄
智
専
務
理
事

よ
り
来
賓
祝
辞
を
頂
い
た
後
、
第
１
号

議
案
、
平
成
27
年
度
事
業
報
告
並
び
に

収
支
決
算
の
承
認
に
つ
い
て
か
ら
第
４

号
議
案
・
平
成
28
年
度
会
費
納
入
に
つ

い
て
ま
で
審
議
の
上
、
原
案
通
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。



平
成
二
十
八
年
六
月
十
日
発
行　

長
野
の
林
業
通
巻
三
一
七
号

発　

行
長
野
の
林
業
編
集
委
員
会

長
野
市
岡
田
町
長
野
県
林
業
セ
ン
タ
ー
内

事
務
局

電
話
〇
二
六(

二
二
七)
五
〇
一
五

電
話
〇
二
六(

二
二
六)
五
六
二
〇

Ｅ
メ
ー
ル N

agarin-center1@
qa3.so-net.ne.jp

Ｅ
メ
ー
ル rinfukyo@

giga.ocn.ne.jp

（
一
社
）長
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県
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業
普
及
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会
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一
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業
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長野県の木材市況����� ����������������������������� ��������������������� ���������������� ��� � �� � ����� ����� �� ����� ������� ������� �� � ���� ��� � ����� ������ ������ � ������������������������������� ��� ������ ������ ���� � ����� ������ ������ �� ����� ������ �������� ����� ������ �������� ����� ������ ������ �� ��� ������ ������ �� ������� � ����� ������ ������� ������������������������� ������� � ����� ����������� �� ������� � ����� ������� ����������� ��� � ����� ������ ������ ������������������ ��� ������ �������� ����� ����� ����� �� ��� ������ ���������� ��� � ����� ����� ����� � ����������� ����� ������ ����� �� ��� ������ ����� ��� ��� � ����� ������ ������ ������������������������ ��� ����� ����� ���� � ����� ������ �������� ��� ������ ������� ����� ����� ����� �� ��� ����� ����� ���������� ��������� ������ ��� ����������������������������������������������������������������������������������������������������������������
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